
かわさきコロナ情報（動画特設ページ） 

#３６ 令和２年１０月８日 ～川崎じもと応援券３次販売開始～ 

１０月８日木曜日、かわさきコロナ情報をお伝えします。 

今日のテーマは、川崎じもと応援券の３次販売が始まりますということについてお伝えしま

す。 

これまで１次募集、２次募集ということでさせていただいてまいりましたけれども、これまで

のところ購入申込していただいた方、12 万人の方に御協力いただきました。ありがとうござい

ます。この間、47 万冊という希望で購入をいただいておりますけれども、全体では 87 万冊発

行しておりますので、まだ 40 万冊ございます。そこで３次販売をさせていただきますということ

でございます。 

その前に、これまでどういう利用状況になっているのかな、ということをお伝えしたいと思い

ます。既にいろんな店舗で使っていただいて、お店の方が現金に、じもと応援券から換金され

た額がどれぐらいあるかというと、もう 15 億 5000 万円を超えている状況にあります。一番使

っていただいたのは、やはり飲食店で、4.2 億円が既に換金されています。大変助かっている

という声も聞かせていただいております。ほかにスーパー、飲食料品店、コンビニ、その他と

いう形で続いておりますけれども、これまで使っていただいた御協力いただいた皆さんに深く

感謝申し上げたいと思います。 

さて、３次販売でありますけども、来週の木曜日、10 月 15 日から販売を開始いたします。 

これまで１次販売２次販売は、密を避けるという意味でも事前の申込みをお願いしてまいり

ましたが、３次販売からは事前申込は必要ありません。直接販売という形にさせていただきた

いと思います。１人１回 10 冊まで購入可能になります。 

どこで買えるの？ということでありますけども、市内 85 か所の販売窓口を設置いたします。

主なところを申し上げますと、JAセレサ川崎の各支店、それから川崎信用金庫さんでも 10店

舗で御協力をいただくことになっています。平日の金融機関でありますので、９時から午後３

時ということになっておりますが、一部の利用店舗でも直接販売をすることになっています。そ

ういったところでは、土日祝日でありますとか、あるいは夕方以降の販売も、お店が開いてい

る関係で御協力いただけることになっておりますので、どこで買えるのかということは、川崎じ

もと応援券の特設サイト、ホームページで見ていただいて、川崎区の方はこういうところで買

えます、麻生区の方はこういうところで買えます、ということが書いてありますので、そちらを

御参照いただければと思います。 

いつまで使えるの？ということですけれども、変更前は来年の１月３１日までいうことにさせ

ていただいておりましたが、これを延期いたしまして、３月３１日までが使える期間になります

ので、是非ゆっくり使っていただけますので御購入のほどよろしくお願いいたします。 

さて、様々な利用シーンがありますということですが、先ほどお伝えしたように、飲食店はも

ちろんのこと、そのほかにもいろんなところで使っていただいているという声を聞いています。 



例えば市内のホテルでありますとか、あるいはリフォームに使った、あるいは畳を張り替え

たという方も私の知人でもいますし、あるいはクリーニングですとか、理美容といったところに

も使っていただいております。その他クリニックですとか歯医者さんですとか、動物病院、こう

いったところも利用可能で、大変多く登録していただいておりますし、あるいは学習塾、習い

事、マッサージ、エステ、こういったところでも利用可能な店舗が増えておりますので、そちら

も是非活用していただければと思っております。 

現在のところ、利用できる店舗は 4,266 店舗になっております。 

まだまだ随時登録を増やしていっておりますので、お知り合いの店で、まだ登録店舗になっ

てないなというところがありましたら、是非お声掛けをお客さんの立場から伝えていただけれ

ばと思います。 

そして利用できる店舗は、このドラえもんのステッカーのシールが貼ってますので、それを

目印に使っていただければと思います。 

詳細につきましては、いつも申し上げているとおり、「川崎市」、「じもと応援券」で検索して

いただきますと、ホームページで利用できる店舗ですとか、３次販売の窓口が見れますと同

時に、コールセンターでも、じもと応援券の御相談でありましたら、こちらの番号まで平日は５

時 15 分まで受け付けておりますので、お問合せいただければと思います。 

是非、川崎じもと応援券、「わたしの街で、買おう！食べよう！」ということで、みなさんの気

持ちをじもと応援券 に変えて、そしてみんなで地元のレストランだけじゃなく、いろいろな店舗

を応援していただければと思います。 

今日は以上になります。 


